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(57)【要約】
【課題】セミドライサンプ式エンジンの潤滑構造におい
て、オイルポンプのエア噛みを防止することである。
【解決手段】トランスミッション室３のオイルを各潤滑
個所に圧送する第１のオイルポンプと、クランク室に溜
まるオイルをトランスミッション室３に戻す第２のオイ
ルポンプ、すなわちスカベンジングポンプ４２とを備え
ている。クランク室２は、クランク軸４を収納するクラ
ンク収納部２ａと、これより下側に位置して第２のオイ
ルポンプの吸込部に連通するオイル回収部５とに、仕切
り壁９５，９６により仕切られている。仕切り壁９５，
９６にはクランク収納部２ａとオイル回収部５とを連通
する連通孔９７が形成され、オイル回収部５内には、第
１のオイルポンプから吐出されるオイルを、クランクケ
ース１に設けられた二次オイルフィルタ８６へ圧送する
オイル管１１５が配置されている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クランクケース内のトランスミッション室に貯留されるオイルをエンジンの各潤滑個所
に圧送する第１のオイルポンプと、クランク室に溜まるオイルを前記トランスミッション
室に戻す第２のオイルポンプと、を備えたエンジンの潤滑構造において、
　前記クランク室は、クランク軸を収納するクランク収納部と、該クランク収納部の下側
に位置すると共に前記第２のオイルポンプの吸込部に連通するオイル回収部とに、仕切り
壁により仕切られており、
　前記仕切り壁には前記クランク収納部と前記オイル回収部とをオイル流通可能に連通す
る連通孔が形成され、
　前記オイル回収部内には、前記第１のオイルポンプから吐出されるオイルを、前記クラ
ンクケースに設けられた二次オイルフィルタへ圧送するためのオイル管が配置されている
ことを特徴とするエンジンの潤滑構造。
【請求項２】
　請求項１記載のエンジンの潤滑構造において、
　前記オイル管の長さ方向の端部は、前記オイル管の長さ方向と略直角な筒状の継手を有
しており、
　前記継手は、オイル回収部の側壁部に形成されたオイル口部分に嵌合接続されているエ
ンジンの潤滑構造。
【請求項３】
　請求項２記載のエンジンの潤滑構造において、
　前記クランクケースは、クランク軸方向に二つのクランクケース部材に分割されており
、
　前記オイル管は長さ方向の両端部に前記継手を有しており、
　前記両継手は、二分割された一方のクランクケース部材に形成された前記オイル口部分
に接続されているエンジンの潤滑構造。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載のエンジンの潤滑構造において、
　クランクケースの前端下部に前記二次オイルフィルタが配置されているエンジンの潤滑
構造。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載のエンジンの潤滑構造において、
　前記連通孔は、前記クランク軸の回転によって前記仕切り壁の上面を移動するオイルの
流れに対向するように開口しているエンジンの潤滑構造。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載のエンジンの潤滑構造において、
　前記オイル回収部には、前記第２のオイルポンプの吸込側に連通するオイル吸込口が開
口しており、該オイル吸込口と前記連通孔とは、オイル回収部の互いに反対側の端部又は
端部近傍に配置されているエンジンの潤滑構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンジンの潤滑構造に関し、特に、運転中、クランク室にオイルが溜まらな
いようドライ状態に保つと共に、クランクケース内のトランスミッション室にオイルを貯
留するエンジン、いわゆるセミドライサンプ式エンジンに適した潤滑構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ドライサンプ式エンジンに対し、セミドライサンプ式エンジンは、別置きのオイルタン
クを備える必要がないので、オイルタンクの費用及び配置スペースを節約できる。かかる
セミドライサンプ式エンジンには、通常、二つのオイルポンプが備えられており、一つは
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、トランスミッション室の下部からエンジンの各潤滑箇所にオイルを圧送する第１のオイ
ルポンプ、いわゆるフィードポンプであり、他の一つは、各潤滑箇所からクランク室等に
戻ったオイルをトランスミッション室へ戻す第２のオイルポンプ、いわゆるスカベンジン
グポンプである。
【０００３】
　従来のセミドライサンプ式エンジンは、スカベンジングポンプの吸込部をクランク室に
直接連通し、クランク室内に落下するオイルを下端のオイル吸込口から吸い込み、トラン
スミッション室に吐出し、クランク室内をドライ状態に保つように構成されている（特許
文献１及び２等）。
【特許文献１】特開平６－２８８４６６号公報
【特許文献２】特開平８－１３５４１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来例のように、スカベンジングポンプによりクランク室内からオイルを直接に吸
い込む構造では、次のような課題がある。
【０００５】
（１）クランク室内は、ピストンの昇降による容積変化に伴って圧力変動が繰り返される
が、クランク室から直接オイルを吸い込む構造であると、エンジン内の圧力変動がスカベ
ンジングポンプの吸込力に影響し、スカベンジングポンプの吸込量が変動し、オイルポン
プの吸込能力を十分に利用することができない。
【０００６】
（２）クランクウエブの回転により、クランク室底部のオイルが巻き上げられるため、ク
ランク軸の攪拌抵抗が大きくなり、しかも、オイル内に気泡が発生することにより、スカ
ベンジングポンプにエア噛みが生じ、ポンプ効率が低下する。
【０００７】
（発明の目的）
　本発明は、クランク室内に溜まるオイルを、エア噛みが生じることなく、且つ、効率良
くトランスミッション室側に戻すことができると共に、クランク室の下部空間を、有効に
オイル配管に利用できるエンジンの潤滑構造を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明は、クランクケース内のトランスミッション室に貯留
されるオイルをエンジンの各潤滑個所に圧送する第１のオイルポンプと、クランク室に溜
まるオイルを前記トランスミッション室に戻す第２のオイルポンプと、を備えたエンジン
の潤滑構造において、前記クランク室は、クランク軸を収納するクランク収納部と、該ク
ランク収納部の下側に位置すると共に前記第２のオイルポンプの吸込部に連通するオイル
回収部とに、仕切り壁により仕切られており、前記仕切り壁には前記クランク収納部と前
記オイル回収部とをオイル流通可能に連通する連通孔が形成され、前記オイル回収部内に
は、前記第１のオイルポンプから吐出されるオイルを、前記クランクケースに設けられた
二次オイルフィルタへ圧送するためのオイル管が配置されている。
【０００９】
　上記構成によると、クランク室に溜まるオイルを、一旦オイル回収部で静止状態とした
後、第２のオイルポンプでトランスミッション室側に排出するので、第２のオイルポンプ
でのエア噛みが防止され、第２のオイルポンプのポンプ効率が向上する。これと共に、ト
ランスミッション室へ排出されるオイル内の気泡も減少でき、第１のオイルポンプによる
各潤滑箇所への給油効率も向上する。
【００１０】
　しかも、クランク室の下部空間をオイル回収部として利用すると共に、該オイル回収部
内にオイル管を配置することにより、配管スペースとしても利用しているので、クランク
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室内のデッドスペースを有効利用することができる。
【００１１】
　本発明は、上記エンジンの潤滑構造において、好ましくは、前記オイル管の長さ方向の
端部は、前記オイル管の長さ方向と略直角な筒状の継手を有しており、前記継手は、オイ
ル回収部の側壁部に形成されたオイル口部分に嵌合接続されている。
【００１２】
　上記構成によると、オイル管の端部を、クランクケースの側方から簡単に取り付けるこ
とができる。
【００１３】
　本発明は、上記オイル管の継手を有するエンジンの潤滑構造において、好ましくは、前
記クランクケースは、クランク軸方向に二つのクランクケース部材に分割されており、前
記オイル管は長さ方向の両端部に前記継手を有しており、前記両継手は、二分割された一
方のクランクケース部材に形成された前記オイル口部分に接続されている。
【００１４】
　上記構成によると、一つのクランクケース部材に対して、オイル管の両端部をクランク
軸方向の一方の側方から取り付けることができ、オイル管の組付作業が一層容易になる。
【００１５】
　本発明は、上記エンジンの潤滑構造において、好ましくは、クランクケースの前端下部
に前記二次オイルフィルタが配置されている。
【００１６】
　上記構成によると、オイル管を、オイル回収部内に、略直線状に短く配置することがで
き、オイル管をコンパクトにできると共に、オイルの流路抵抗を低減することができる。
【００１７】
　本発明は、上記エンジンの潤滑構造において、好ましくは、前記連通孔は、前記クラン
ク軸の回転によって前記仕切り壁の上面を移動するオイルの流れに対向するように開口し
ている。
【００１８】
　上記構成によると、クランク収納部内を流れるオイルを、速やかに、かつ、泡立てずに
オイル回収部に排出できるので、オイル撹拌による出力低下を防止できる。また、二次オ
イルフィルタを、クランクケースの側面でなく、端面に配置しているので、他部品との干
渉を避けて配置でき、クランクケース周りの各種部品のレイアウトの自由度が増加する。
【００１９】
　本発明は、上記エンジンの潤滑構造において、好ましくは、前記オイル回収部には、前
記第２のオイルポンプの吸込側に連通するオイル吸込口が開口しており、該オイル吸込口
と前記連通孔とは、オイル回収部の互いに反対側の端部又は端部近傍に配置されている。
【００２０】
　上記構成によると、連通孔と、第２のオイルポンプの吸込側に連通するオイル吸込口と
の距離を、可及的に長くすることができる。
【発明の効果】
【００２１】
　要するに本発明によると、クランク室に溜まるオイルを、一旦オイル回収部で静止状態
とした後、第２のオイルポンプでトランスミッション室側に排出するので、第２のオイル
ポンプでのエア噛みが防止され、第２のオイルポンプのポンプ効率が向上し、しかも、該
オイル回収部内にオイル管を配置することにより、配管スペースとして利用しているので
、クランク室内のデッドスペースを有効利用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
［本発明の実施の形態］
　図１～図１４は、本発明にかかる潤滑構造を備えた自動二輪車用のセミドライサンプ式
Ｖ型二気筒エンジンであり、これら図面に基づいて本発明の一実施の形態を説明する。な
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お、説明の都合上、車輌の進行方向を、図１に矢印で示すようにエンジンの前方と規定し
、乗車したライダーから見た左右（クランク軸方向）を、エンジンの左右と規定して、以
下説明する。
【００２３】
（エンジン全体の概略）
　図１はエンジンの左側面略図、図２は図１のII-II断面拡大図、図３は図１のIII-III断
面拡大図、図４は図１のIV-IV断面拡大図、図５は図１のV-V断面拡大図である。図１にお
いて、クランクケース１の前半部の上面には、前傾姿勢の前気筒１０と後傾姿勢の後気筒
２０とがＶ字状に配置されており、各気筒１０，２０は、下から順に配置されたシリンダ
１１，２１、シリンダヘッド１２、２２及びシリンダヘッドヘッドカバー（ロッカーアー
ムカバー）１３、２３により構成されると共にクランクケース１に締結されており、各シ
リンダヘッドカバー１３、２３は、さらに意匠カバー１４、２４により覆われている。
【００２４】
　クランクケース１内の前半部はクランク室２となっており、クランク室２には、左右方
向に延びるクランク軸４が配置されると共に、該クランク軸４と略平行に前後一対の一次
バランサ軸６ａ，６ｂが配置されている。クランク軸４は、該実施の形態では矢印Ｒ方向
に回転する構造となっており、前後のバランサ軸６ａ，６ｂは、チェーン伝動機構７を介
してクランク軸４に連結され、クランク軸４と反対方向に回転する。
【００２５】
　クランクケース１内の後半部はトランスミッション室３となっており、該トランスミッ
ション室３には、クランク軸４と略平行に変速用入力軸３１と変速用出力軸３２とが配置
されると共に、図示しないシフトフォーク軸及びチェンジドラム軸等が配置されている。
変速用出力軸３２の左端部には歯付きの出力プーリ（又はスプロケット）３３が設けられ
、該出力プーリ３３は、図示しない歯付きの二次駆動ベルト（又は駆動チェーン）を介し
て後車輪の歯付きのプーリ（又はスプロケット）に連動連結し、後車輪を駆動するように
なっている。なお、図示しないが、後車輪を駆動する別の機構として、前記出力プーリ３
３の代わりにベベルギヤを備え、前記二次駆動ベルト（又は駆動チェーン）の代わりにド
ライブシャフトを備え、シャフトドライブ方式にて、後車輪を駆動する機構を設けること
もできる。
【００２６】
　クランク室２とトランスミッション室３との境の下部には、クランク軸４及び変速用入
力軸３１より下方位置に、クランク軸４と略平行にポンプ軸３６が配置され、該ポンプ軸
３６には、図４に示すように、潤滑油用の第１及び第２のオイルポンプとして、フィード
ポンプ４１及びスカベンジングポンプ４２が設けられると共に、冷却水用の水ポンプ４３
も設けられている。水ポンプ４３はポンプ軸３６の左端部に、フィードポンプ４１及びス
カベンジングポンプ４２はポンプ軸３６の右端部に配置されている。
【００２７】
　第１のオイルポンプであるフィードポンプ４１及び第２のオイルポンプであるスカベン
ジングポンプ４２の下方位置のクランクケース１の底壁部分には、図１に示すように、フ
ィードポンプ４１のオイル吸込側に接続される第１の一次オイルフィルタ４４と、スカベ
ンジングポンプ４２のオイル吸込側に接続される第２の一次オイルフィルタ４５とが配置
されている。両一次オイルフィルタ４４，４５は、第１の一次オイルフィルタ４４が第２
の一次オイルフィルタ４５の後側に位置し、かつ、互いに近接するように前後に並んで配
置されている。また、クランクケース１の前端面の下端部には、フィードポンプ４１のオ
イル吐出側に接続される二次オイルフィルタ４６が着脱自在に取り付けられている。
【００２８】
　前後の気筒１０，２０のシリンダヘッド１２，２２の上端には、吸排気弁駆動用のカム
軸１６，２６がそれぞれクランク軸４と略平行に配置されており、各カム軸１６，２６の
左右端部に設けられたカムスプロケット１７，２７は、クランク軸４の左右の端部に設け
られたカム駆動スプロケット１９，２９に、それぞれカムチェーン１８，２８を介して連
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動連結している。後で詳しく説明するが、前気筒用のカムスプロケット１７、カムチェー
ン１８及びカム駆動スプロケット１９は、前気筒１０の左側部分に配置され、後気筒用の
カムスプロケット２７、カムチェーン２８及びカム駆動スプロケット２９は、後気筒２０
の右側部分に配置されている。
【００２９】
　クランクケース１の左側壁には、ジェネレータカバー５０が着脱自在に取り付けられて
おり、該ジェネレータカバー５０の下部であって、水ポンプ４３の前方近傍位置には、オ
イル補給口５２が形成され、該オイル補給口５２には、棒状のオイルゲージ５３ａを有す
るオイルキャップ５３が着脱可能に螺着されている。
【００３０】
　図２において、クランクケース１は、該実施の形態では、クランク軸方向に二つに分割
された構造、すなわち、左右二つ割り構造となっており、左クランクケース部材１ａと右
クランクケース部材１ｂとが、クランク軸４と略直角な合わせ面で結合されている。左ク
ランクケース部材１ａの左側には、前述のジェネレータカバー５０で覆われたジェネレー
タ室５５が形成されており、該ジェネレータ室５５内にジェネレータ５６が収納されてい
る。右クランクケース部材１ｂの右側には、クラッチカバー５８が着脱自在に取り付けら
れ、該クラッチカバー５８により覆われたクラッチ室５９内には、一次駆動チェーン６０
及び多板摩擦クラッチ６１等が収納されている。
【００３１】
　クランク軸４の左右のジャーナル部４ａ，４ｂは、左右のクランクケース部材１ａ、１
ｂの軸受孔６４ａ、６４ｂにそれぞれ軸受メタル（ジャーナル軸受）６２ａ、６２ｂを介
して回転可能に支持されており、左右のジャーナル部４ａ、４ｂ間に形成された一対のク
ランクアーム４ｃ及び両クランクアーム４ｃを連結するクランクピン４ｄは、クランク室
２内に収納されている。クランクピン４ｄには前後の気筒用のコンロッド３８ａ、３８ｂ
の下側大端部３８ａ’、３８ｂ’が嵌合し、各コンロッド３８ａ、３８ｂはそれぞれ対応
する前後の気筒１０、２０（図１）内にそれぞれ延び、各上側小端部３５（図２）が対応
するピストン３９（後気筒用は図示せず）に連結されている。
【００３２】
　クランク軸４の左端部はジェネレータ室５５に突出しており、該左側突出部分には、前
記ジェネレータ５６のロータ５６ａと、バランサ駆動用のスプロケット６３と、前気筒用
の前記カム駆動スプロケット１９とが設けられている。前気筒用のカム駆動スプロケット
１９に巻き掛けられた前記カムチェーン１８は、前気筒１０の左側部分に形成された前気
筒用カムチェーントンネル６５を通って前気筒１０のロッカーアーム室６６に至り、前述
のように前気筒用のカム軸１６のスプロケット１７に巻き掛けられている。
【００３３】
　クランク軸４の右端部はクラッチ室５９内に突出しており、該右側突出部分には、一次
駆動用のプライマリスプロケット６８と、後気筒用の前記カム駆動スプロケット２９とが
設けられている。プライマリスプロケット６８は前記一次駆動チェーン６０を介してクラ
ッチ６１の入力ギヤ６１ａに動力伝達可能に連結している。後気筒用のカム駆動スプロケ
ット２９に巻き掛けられたカムチェーン２８は、図５に示すように、後気筒２０の右側壁
部分に形成された後気筒用カムチェーントンネル７５を通って後気筒２０のロッカーアー
ム室７６に至り、前述のように後気筒用カム軸２６のスプロケット２７に巻き掛けられて
いる。
【００３４】
　図３において、トランスミッション室３に配置された変速用入力軸３１は、右端部がオ
イルシール付きの玉軸受７０を介して右クランクケース部材１ｂに回転可能に支持される
と共に、クラッチ室５９内に突出し、該右側突出部分に前記多板摩擦クラッチ６１が装着
されている。一方、変速用出力軸３２は、左端部がシール付きの玉軸受７１を介して左ク
ランクケース部材１ａに回転可能に支持されると共に、トランスミッション室外に突出し
、該左側突出部分に二次駆動用の前記出力プーリ３３が固着されている。変速用入力軸３
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１と変速用出力軸３２のトランスミッション室３内の部分には、互いに噛み合う変速用の
入力ギヤ群Ｇ１と出力ギヤ群Ｇ２がそれぞれ装着されている。
【００３５】
（クランクケース１のポンプハウジング部８０及びオイルフィルタ保持部８６，８７）
　図６は右クランクケース部材１ｂの左側面図（内部の側面図）、図７は右クランクケー
ス部材１ｂの内部を左斜め後方から見た斜視図、図８は左クランクケース部材１ａの内部
を右斜め後方から見た斜視図、図９は右クランクケース部材１ｂの外部を右斜め前方から
見た斜視図、図１０は左クランクケース部材１ａの外部を左斜め後方から見た斜視図であ
る。
【００３６】
　図６において、後バランサ軸６ｂと変速用入力軸３１との前後方向間の下方位置には、
フィードポンプ４１及びスカベンジングポンプ４２の共通のポンプハウジング部８０が、
右クランクケース部材１ｂと一体に形成されている。該ポンプハウジング部８０の下方位
置には、スカベンジング４２のオイル吸込側に接続される前記第２の一次オイルフィルタ
４５を収納保持するための略円筒状の第２のオイルフィルタ保持部８７が、クランクケー
ス１の底壁と一体に形成され、該第２のオイルフィルタ保持部８７の後側には、フィード
ポンプ４１のオイル吸込側に接続される前記第１の一次オイルフィルタ４４を保持するた
めの略円筒状の第１のオイルフィルタ保持部８６が、クランクケース１の底壁と一体に形
成されている。両オイルフィルタ保持部８６，８７は、クランク軸４と略平行に延びるよ
うに形成されると共に、前後に近接した状態で並んで配置されており、第２のオイルフィ
ルタ保持部８７の後壁の一部と、第１のオイルフィルタ保持部８６の前壁の一部とは、共
用化されている。
【００３７】
（クランクケース１のクランク室２、トランスミッション室３及び気液分離室９）
　図６において、クランク室２とトランスミッション室３との前後方向間には、第１の隔
壁９１と第２の隔壁９２とがクランクケース１と一体に形成されており、これら隔壁９１
，９２により、クランク室２とトランスミッション室３とを前後に隔離すると共に、トラ
ンスミッション室３の前端部に、クランク室２及びトランスミッション室３から隔離され
た気液分離室９を形成している。第１の隔壁９１は、クランクケース１の上壁の後気筒用
のボアの後端から後バランサ軸６ｂの前上端部近傍に向けて下方に延び、後バランサ軸６
ｂの後側を円弧状に迂回して後バランサ軸６ｂの下端部（ポンプハウジング部８０の前上
方位置）に至り、さらに前下方に延び、下方に折れ曲がると共にＬ字状に後方に折れ曲が
り、第２のオイルフィルタ保持部８７の前上端部につながっている。
【００３８】
　第２の隔壁９２は、クランクケース１の上端壁から、後バランサ軸６ｂと変速用入力軸
３１との間を略垂直に、かつ、直線状に下方に延び、ポンプハウジング部８０の略後下端
部まで至り、ポンプハウジング部８０の下部の外周に沿って湾曲状に前上方に延び、前記
第１の隔壁９１の後バランサ軸６ｂの下端部近傍位置につながっている。第２の隔壁９２
の上端部には、気液分離室９の上端部とトランスミッション室３の上端部とを連通するオ
ーバーフロー式のオイル排出口９２ａが形成されている。すなわち、このオイル排出口９
２ａは、クランクケース１の上端壁の下面と、第２の隔壁９２の上端凹部との間に形成さ
れており、クランク軸４の軸芯及び変速用入力軸３１の軸芯よりも高く位置している。第
１の隔壁９１が後バランサ軸６ｂの外周に沿って後方に円弧状に張り出していることから
、気液分離室９を側方から見た形状は、上下方向の中間部が括れた「ひょうたん形状」あ
るいは「鼓形状」となっている。これにより、第１の隔壁９１の第２の隔壁９２との交点
Ｙ１から上方の括れ部分（最も括れた部分）９ａに対応する点Ｙ２に至るまでの第１の隔
壁９１の形状は、常に後上がりの勾配（後方に向かって上昇する勾配）を有し、上方に行
くに従い第１の隔壁９２に近づく円弧状となり、反対に、上記括れ部分９ａに対応する点
Ｙ２から上方の第１の隔壁９１の形状は、オイル排出口９２ａに略対応する高さに至るま
で、常に前上がりの勾配（前方に向かって上昇する勾配）を有し、上方に行くに従い第１
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の隔壁９２から遠ざかる円弧状となっている。また、スカベンジングポンプ４２及びフィ
ードポンプ４１は、気液分離室９の下端部に位置している。
【００３９】
　トランスミッション室３の下端部は、セミドライサンプ式の潤滑のために、潤滑用のオ
イルを貯留するためのオイル貯留部８となっており、該オイル貯留部８の前端部は、両オ
イルフィルタ保持部８６，８７と気液分離室９との上下方向間に区間を経て、ポンプハウ
ジング部８０の前方部分まで延長されている。すなわち、ポンプハウジング部８０の前方
位置に広がる延長部８ａが形成されており、この延長部８ａは、後述するリリーフバルブ
９９から排出されるオイルのリリーフ経路として利用される。オイル貯留部８にはオイル
が貯留されており、該オイルのレベルは、エンジン運転中において、たとえばＬ程度に維
持されている。
【００４０】
（クランクケース１内のオイル通路及びオイル補給口等の構造）
　右クランクケース部材１ｂの壁内には、ポンプハウジング部８０の後端部に形成された
フィードポンプ４１のポンプ吸込口４１ｃから下方に延びて第１のオイルフィルタ保持部
８６の右端出口部に至るフィードポンプ吸込側のオイル通路１０１と、ポンプハウジング
部８０の前端部に形成されたフィードポンプ４１の吐出口４１ｄから下方に延びるフィー
ドポンプ吐出側のオイル通路１０２と、が形成されており、フィードポンプ吐出側の油路
１０２の途中には、オイル貯留部８の延長部８ａ内に開口するリリーフバルブ取付部１０
４が形成され、該リリーフバルブ取付部１０４にリリーフバルブ９９が取り付けられてい
る。
【００４１】
　図８において、前記オイル貯留部８の延長部８ａの上端部の左側面には、左クランクケ
ース部材１ａを左右に貫通するオイル補給路１０３が形成されており、該オイル補給路１
０３は、図１０に示すようにジェネレータ室５５の後下端部内を左方に延び、図１で説明
したジェネレータカバー５０のオイル補給口５２に連通している。すなわち、オイル補給
口５２からオイルを補給することにより、図１０のオイル補給路１０３を介し、図８のオ
イル貯留部８の延長部８ａに、直接、オイルを供給できるようになっている。また、図１
のオイルキャップ５３に設けられているオイルゲージ５３ａは、図１０のオイル補給路１
０３を通過し、図８に示すようにオイル貯留部８の延長部８ａ内に至っており、これによ
り、オイル貯留部８内のオイルレベルを点検できるようになっている。
【００４２】
（オイル回収部５の構造）
　図６において、クランク室２内の下端部は、前側の仕切り壁９５と後側の仕切り壁９６
とによりクランク軸収納部から仕切られることにより、オイル回収部５として形成されて
おり、該オイル回収部５は、クランクケース１の前端壁から第２のオイルフィルタ保持部
８７の前端部に亘っている。前側の仕切り壁９５は、前バランサ軸６ａの下端部近傍位置
から後方に延び、クランク軸４の前端に略対応する前後方向位置付近で途切れている。後
側の仕切り壁９６は、オイル貯留部８の延長部８ａの前上端位置から、クランク軸のクラ
ンクアーム部分の回転軌跡に略沿うように湾曲状に前方に延び、前側の仕切り壁９５の後
端に対し、一定の隙間を置いた後下方位置まで至っている。すなわち、前仕切り壁９５の
後端と、後仕切り壁９６の前端との間で、前下方に向いて開口するオイル回収口９７を形
成している。言い換えると、該オイル回収口９７は、クランク軸４の矢印Ｒ方向への回転
により後側の仕切り壁９６上を前方に流れるオイルの流れに対向するように開口している
。
【００４３】
　右クランクケース部材１ｂには、オイル回収部５の前端部と後端部にそれぞれ左方に向
いて開口する筒状のオイル管接続部１１１，１１２が形成されており、後側のオイル管接
続部１１２は、第２のオイルフィルタ保持部８７の前方近傍に配置され、前記フィードポ
ンプ吐出側のオイル通路１０２の下端部に連通している。前側のオイル管接続部１１１は
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、右クランクケース部材１ｂの壁内を通るオイル通路（図示せず）を介して、図７に示す
二次オイルフィルタ４６のフィルタ前（ろ過前）の通路に連通している。また、前側のオ
イル管接続部１１１の後上方位置には、めねじ孔を有するオイル管固定用のボス部１１６
が左方に向いて形成されている。
【００４４】
　オイル回収部５内には、前後のオイル管接続部１１１，１１２間をオイル流通可能に接
続するオイル管１１５が配置されている。オイル管１１５は、オイル回収部５内を前後方
向に略直線状に延び、前後端部には、オイル管１１５の長さ方向と略直角な接続筒部１１
５ａ、１１５ｂが形成されている。後端の接続筒部１１５ｂは、前記後側のオイル管接続
部１１２に左方から嵌合接続され、前端の接続筒部１１５ａは、前記前側のオイル管接続
部１１１に左方から嵌合接続されると共に、左方から螺挿されるボルト１１８により、前
記ボス部１１６に固定されている。
【００４５】
　オイル回収部５の後上端部の右側面、すなわちオイル貯留部８の延長部８ａの前方近傍
位置の右側面には、右クランクケース部材１ｂを左右に貫通するオイル孔１２０が形成さ
れ、該オイル孔１２０は右クランクケース部材１ｂを通り、図９に示すように、クラッチ
室５９の前下端部に連通している。すなわち、クラッチ室５９に戻るオイルを、オイル孔
１２０を通してオイル回収部５に回収するようになっている。
【００４６】
　図８において、オイル回収部５の前上端部と後上端部の左側面には、左クランクケース
部材１ａを貫通するオイル孔１２１，１２２が形成され、各オイル孔１２１，１２２は左
クランクケース部材１ａを通り、図１０（及び図１３）に示すように、ジェネレータ室５
５の前下端部と後下端部とにそれぞれ連通している。すなわち、ジェネレータ室５５に戻
るオイルを、オイル孔１２１，１２２を通してオイル回収部５に回収するようになってい
る。
【００４７】
（オイルポンプ４１，４２の構造）
　図４において、右クランクケース部材１ｂに一体に形成されたオイルポンプ用の共通ポ
ンプハウジング部８０内には、左から順にスカベンジングポンプ４２用の内外ロータ４２
ａ、４２ｂ、共通のポンプボディ８１、フィードポンプ４１用の内外ロータ４１ａ、４１
ｂが内装されており、ポンプハウジング部８０の右端は、ポンプカバー８４により閉塞さ
れている。すなわち、共通のポンプボディ８１を挟んで、左側に容量の大きなスカベンジ
ングポンプ４２が配置され、右側にスカベンジングポンプ４２よりも容量の小さなフィー
ドポンプ４１が配置されている。いずれのオイルポンプ４１，４２も、前記内外一対のロ
ータ４１ａ，４１ｂ、４２ａ、４２ｂを噛み合い状態で回転可能に収納してなるトロコイ
ド型ポンプであり、各内側ロータ４１ａ，４２ａが前述の共通のポンプ軸３６に連結され
ている。ポンプ軸３６の右端部はポンプカバー８４から右方のクラッチ室５９内に突出し
ており、右方突出部分に固着されたポンプ用入力ギヤ８２は、後バランサ軸６ｂに固着さ
れたギヤ８３に噛み合い、後バランサ軸６ｂから動力が伝達され、後バランサ軸６ｂと逆
方向に回転するようになっている。
【００４８】
　スカベンジングポンプ４２は、潤滑に使用後のオイルを、気液分離室９を介してオイル
貯留室８に戻すオイルポンプ（第２のオイルポンプ）であり、前述のように、気液分離室
９の下端部に位置している。ポンプハウジング部８０の左端壁に形成されたスカベンジン
グポンプ用のポンプ吸込口４２ｃには、クランクケース１内を左方に延びるオイル通路１
３１が連通し、該オイル通路１３１の左端部には、左クランクケース部材１ａ内を下方に
延びるオイル通路１３２が連通し、該オイル通路１３２の下端部は、第２のオイルフィル
タ保持部８７の左端のオイルフィルタ出口部１２８に連通している。ポンプハウジング部
８０の左端壁に形成されたスカベンジングポンプ用のポンプ吐出口４２ｄは、気液分離室
９の下端部に開口している。したがって、上記ポンプ吐出口４２ｄは、気液分離室９のオ
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イル入口と兼用されている。このオイル入口（ポンプ吐出口）４２ｄの開口面積に対し、
図６に示す気液分離室９の上端に形成されたオイル排出口９２ａの開口面積は、大きく形
成されている。
【００４９】
　フィードポンプ４１は、オイル貯留部８内のオイルをエンジンの各潤滑箇所に圧送する
オイルポンプ（第１のオイルポンプ）であり、ポンプボディ８１に前記ポンプ吸込口４１
ｃとポンプ吐出口４１ｄとが形成されている。フィードポンプ４１のオイル吸込口４１ｃ
は、図６で説明したように、右クランクケース部材１ｂの壁内に形成された縦向きのオイ
ル通路１０１を介して第１の一次オイルフィルタ４４に連通し、オイル吐出口４１ｂは、
オイル通路１０２を介してオイル回収部５の後側のオイル管接続部１１２に連通している
。
【００５０】
　オイル通路１０２の途中に形成されたリリーフバルブ取付部１０４には、オイル貯留部
８の延長部８ａ内に位置するリリーフバルブ９９が取り付けられており、リリーフバルブ
９９から逃がされる余剰オイルを、オイル貯留部８に直接、戻すようになっている。
【００５１】
（一次オイルフィルタ４４，４５の取付構造）
　図１１は、図１のXI-XI断面拡大図であり、両一次オイルフィルタ４４，４５の構造及
びその取付構造を詳細に示している。略円筒状に形成されている両オイルフィルタ保持部
８６，８７は、右クランクケース部材１ｂの略右端部から左クランクケース部材１ａの略
左端部に亘って形成されている。後側に位置するフィードポンプ用の第１のオイルフィル
タ保持部８６は、左クランクケース部材１ａの左端面にオイルフィルタ取付口１２３が開
口すると共に該オイルフィルタ取付口１２３の近傍の内周面にめねじ部１２５が形成され
、右クランクケース部材１ｂの右端部にオイルフィルタ出口部１２７が形成され、両クラ
ンクケース部材１ａ、１ｂの合わせ面を含む左右幅の中央部分に、後方のオイル貯留部８
に向いて開口するスリット状のオイル吸込口８６ａが形成されている。第１のオイルフィ
ルタ保持部８６の右端部に形成されたオイルフィルタ出口部１２７は、右クランクケース
部材１ｂに形成された前記フィードポンプ吸込側のオイル通路１０１の下端部に連通して
いる。
【００５２】
　略円筒状の第１の一次オイルフィルタ４４は、右端がオイル出口として開口し、左端が
閉塞され、外周円筒面がろ過面となっており、右端開口部には、弾性材製の環状グロメッ
ト１０７が装着されている。第１のオイルフィルタ保持部８６のオイルフィルタ取付口１
２３を閉塞するためのオイルフィルタキャップ４７は、外向きフランジ部４７ｃを有する
有底筒状に形成されると共に、右端部の外周面におねじ部４７ａが形成され、左端壁には
工具係合用の六角形状の係合部４７ｂが形成されている。さらに、フランジ部４７ｃの右
端面に形成された環状溝内には、Ｏリング７３が装着されている。
【００５３】
　第１の一次オイルフィルタ４４は、オイルフィルタ取付口１２３を経て第１のオイルフ
ィルタ保持部８６内に挿入されると共に、外周に、環状のばね受けリング１０９とコイル
ばね１０５が順に嵌合されており、オイルフィルタキャップ４７を左端オイルフィルタ取
付口１２３から第１のオイルフィルタ保持部８６に挿入し、めねじ部１２５に螺合するこ
とにより、オイルフィルタキャップ４７の右端でコイルばね１０５を圧縮し、ばね受け１
０９を介して、グロメット１０７を第１のオイルフィルタ保持部８６の右端環状段面に圧
接している。すなわち、グロメット１０７により、第１の一次オイルフィルタ４４の右端
開口部の周縁部をシールすると共に、オイルフィルタキャップ４７により一次オイルフィ
ルタ４４を固定し、さらに、Ｏリング７３によりオイルフィルタ取付口１２３の周囲をシ
ールしている。
【００５４】
　第１のオイルフィルタ保持部８６の前側に位置するスカベンジングポンプ用の第２のオ
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イルフィルタ保持部８７は、右クランクケース部材１ｂの右端面にオイルフィルタ取付口
１２４が開口すると共に該オイルフィルタ取付口１２４の近傍の内周面にめねじ部１２６
が形成され、左クランクケース部材１ａの左端部にオイルフィルタ出口部１２８が形成さ
れ、両クランクケース部材１ａ、１ｂの合わせ面を含む左右幅の中央部分に、前方のオイ
ル回収部５に向けて開口するスリット状のオイル吸込口８７ａが形成されている。
【００５５】
　略円筒状の第２の一次オイルフィルタ４５及び有底筒状のオイルフィルタキャップ４８
は、前記第１の一次オイルフィルタ４４及びオイルフィルタキャップ４７と同じ構造とな
っており、左右逆にして第２のオイルフィルタ保持部８７内に装着されている。すなわち
、略円筒状の第２の一次オイルフィルタ４５は、左端がオイル出口として開口し、右端が
閉塞され、外周円筒面がろ過面となっており、左端開口部には、弾性材製の環状グロメッ
ト１０８が装着されている。第２のオイルフィルタ保持部８７のオイルフィルタ取付口１
２４を閉塞するためのオイルフィルタキャップ４８は、外向きフランジ部４８ｃを有する
有底筒状に形成されると共に、左端部の外周面におねじ部４８ａが形成されており、また
、右端壁には工具係合用の六角形状の係合部４８ｂが形成されている。さらに、外向きの
フランジ部分４８ｃの左端面に形成された環状溝内には、Ｏリング７４が装着されている
。
【００５６】
　第２の一次オイルフィルタ４５の取付構造も第１の一次オイルフィルタ４４と同様であ
る。すなわち、第２の一次オイルフィルタ４５は、右端オイルフィルタ取付口１２４から
第２のオイルフィルタ保持部８７内に挿入されると共に、その外周に、環状のばね受け１
１０とコイルばね１０６が順に嵌合されており、オイルフィルタキャップ４８を右端オイ
ルフィルタ取付口１２４から挿入し、めねじ部１２６に螺合することにより、オイルフィ
ルタキャップ４８の左端でコイルばね１０６を圧縮し、ばね受け１１０を介してグロメッ
ト１０８を第２のオイルフィルタ保持部８７の左端環状段面に圧接する。すなわち、グロ
メット１０８により、第２の一次オイルフィルタ４５の左端開口部の周縁部をシールする
と共に、オイルフィルタキャップ４８により一次オイルフィルタ４５を固定し、さらに、
Ｏリング７４によりオイルフィルタ取付口１２４の周囲をシールしている。
【００５７】
（二次オイルフィルタ４６以降のオイル供給経路及び各潤滑箇所の構造）
　図９において、二次オイルフィルタ４６のオイルろ過後のオイル出口は、右クランクケ
ース部材１ｂの壁内に形成されたメインオイル通路（メインギャラリ）１４１に連通し、
該メインオイル通路１４１は後方に延び、後端部が、上方に延びる縦向きのメインオイル
通路１４２に連通している。該縦向きのメインオイル通路１４２は右クランクケース部材
１ｂの軸受孔６４ｂに至っている。
【００５８】
　縦向きのメインオイル通路１４２の途中には、クランク軸４と略平行に左方に延びるオ
イル通路１４３と、トランスミッション用のオイル取出部１４４が連通している。トラン
スミッション用のオイル取出部１４４には、トランスミッション用のオイル管１４５が接
続されており、該オイル管１４５は、クラッチ室５９内を後上方に延びると共に、クラッ
チ室５９の上壁近傍を後方に延び、変速用入力軸３１のオイル入口部１４６と、変速用出
力軸３２のオイル入口部１４７と、にそれぞれ接続している。クランク軸４の下方を左方
に延びる前記オイル通路１４３は、図７に示すように、クランク室２の右クランクケース
部材１ｂの後仕切り壁９６の下面を経て、図８に示す左クランクケース部材１ａの後仕切
り壁９６の下面に至り、図１０に示すように、左クランクケース部材１ａの壁内に形成さ
れた縦向きのオイル通路１４８に連通している。この縦向きのオイル通路１４８は左クラ
ンクケース部材１ａの軸受孔６４ａに至っている。
【００５９】
（クランク軸４周りの潤滑箇所）
　図２において、クランク軸４の左右のジャーナル部４ａ、４ｂを支持する左右のクラン
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クケース部材１ａ、１ｂの軸受孔６４ａ、６４ｂの内周面には、それぞれ環状オイル通路
５７ａ、５７ｂが形成されており、各環状オイル通路５７ａ、５７ｂは、前述の各クラン
クケース部材１ａ、１ｂ内に形成された縦向きのオイル通路１４２，１４８（図９及び図
１０）にそれぞれ連通している。
【００６０】
　左側の環状オイル通路５７ａからオイルが供給される主たる潤滑箇所は、左側の軸受メ
タル６２ａと左ジャーナル部４ａとの嵌合部分、ジェネレータ５６のステータ部、前気筒
のカム軸１６等である。左側の軸受メタル６２ａと左ジャーナル部４ａとの嵌合部分には
左側の軸受メタル６２ａに形成された径方向のオイル孔６７ａを介してオイルが供給され
る。前気筒用のカム軸１６には、前気筒１０の左側部に形成されたオイル通路１５２を介
して、前気筒用カム軸１６の上方に配置されたオイル室１５４に一旦オイルが供給され、
該オイル室１５４からカム軸１６にオイルが滴下供給される。ジェネレータ５６のステー
タ部には、クランク軸４内を左方に延びるオイル通路１５７を介してノズル部１５８にオ
イルが供給され、該ノズル部１５８からジェネレータ５６のステータ部に向けてオイルが
噴射される。
【００６１】
　右側の環状オイル通路５７ｂからオイルが供給される主たる潤滑箇所は、右側の軸受メ
タル６２ｂと右ジャーナル部４ｂとの嵌合部分、クランクピン４ｄとコンロッド３８ａ、
３８ｂの大端部３８ａ’、３８ｂ’との嵌合部分、プライマリスプロケット６８、前気筒
用のピストン３９の内部及び図５に示す後気筒用のカム軸２６等である。図２に戻り、右
側の軸受メタル６２ｂと右ジャーナル部４ｂとの嵌合部分には、右側の軸受メタル６２ｂ
に形成された径方向のオイル孔６７ｂを介してオイルが供給される。クランクピン４ｄと
コンロッド３８ａ、３８ｂの大端部３８ａ’、３８ｂ’との嵌合部分には、クランク軸４
内に形成されたオイル通路１６０を介してオイルが供給される。前気筒１０のピストン３
９には、右クランクケース部材１ｂ内のオイル通路１６１を介してオイルジェット１６２
にオイルが供給され、該オイルジェット１６２から前気筒１０のピストン３９の内部にオ
イルが噴射される。図５の後気筒２０のカム軸２６へは、後気筒２０の右側部に形成され
たオイル通路１６３を介して、後気筒用カム軸２６の上方に配置されたオイル室１６４に
一旦オイルが供給され、該オイル室１６４からカム軸２６にオイルが滴下供給される。
【００６２】
（トランスミッション室３の潤滑箇所）
　図３において、変速用入力軸３１と変速用出力軸３２内にはそれぞれ軸方向に延びるオ
イル通路１７１，１７２が形成されており、各オイル通路１７１，１７２は、それぞれ径
方向に延びる分岐通路を介して、変速ギヤ群Ｇ１，Ｇ２の各ギヤの嵌合部分に連通してい
る。変速用入力軸３１のオイル通路１７１は、左端部が左クランクケース部材１ａのオイ
ル通路１７４に連通し、該オイル通路１７４は右方にＬ字状に折れ曲がり、両クランクケ
ース部材１ａ、１ｂの合わせ面を介して右クランクケース部材１ｂのオイル通路１７５に
連通している。該オイル通路１７５の右端部は、前記変速用入力軸用のオイル入口部１４
６に至り、前記オイル管１４５からオイルが供給されるようになっている。変速用出力軸
３２用のオイル通路１７２は、右端部が、右クランクケース部材１ｂのオイル通路１７６
を介して、前記変速用出力軸用のオイル入口部１４７に至り、前記オイル管１４５からオ
イルが供給されるようになっている。
（前後の気筒１０，２０の潤滑用オイルの戻り経路）
【００６３】
　図１２は、図１のXII-XII断面図、図１３は、エンジンの左側部をクランク軸４と直角
な垂直面で切断して示す左側面図である。図１３において、前気筒１０のロッカーアーム
室６６からのオイル戻り経路としては、前気筒１０の左側に形成されたカムチェーントン
ネル６５が利用され、該カムチェーントンネル６５を介してジェネレータ室５５に戻され
る。カムチェーントンネル６５内には、カムチェーン１８の前側部分をガイドするガイド
チェーン３４ａと、カムチェーン１８の後側部分をガイドするチェーンスリッパ（チェー
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ンガイド）３４ｂとが、配置されている。また、ジェネレータ室５５内の上端部のカムチ
ェーントンネル６５の近傍には、カムチェーン１８にテンションを付与するための油圧式
チェーンテンショナ３０が配設されており、この油圧式カムチェーンテンショナ３０に供
給されたオイルも、直接あるいはカムチェーントンネル６５からジェネレータ室５５に戻
される。
【００６４】
　一方、後気筒２０のロッカーアーム室７６からのオイル戻り経路としては、図１２にお
いて、後気筒２０の右側に形成されたカムチェーントンネル７５が利用されると共に、ロ
ッカーアーム室７６の左後端近傍位置のシリンダヘッド上端面（ロッカーアーム室の床面
）にオイル戻り通路１８０が形成されており、このオイル戻り通路１８０が主として利用
される。オイル戻り通路１８０の上端開口部には、後右方に延びるガイド凹部１８１が形
成されており、オイル戻り通路１８０にオイルを集めやすくなっている。さらに、右側の
カムチェーントンネル７５の上端開口の左側には、上方に突出するリブ１８２が、チェー
ントンネル７５に沿って前後方向に延びており、このリブ１８２により、ロッカーアーム
室７６の底面に溜まるオイルを、カムチェーントンネル７５側ではなく、できるだけ、オ
イル戻り通路１８０に集めるようになっている。
【００６５】
　図１３において、後気筒２０用の前記オイル戻り通路１８０は、後気筒２０のシリンダ
ヘッド２２内からシリンダ２１及び左クランクケース部材１ａに亘り、後気筒２０の左後
端部内を、後気筒２０のシリンダ中心線と略平行に下方に延びている。該オイル戻し通路
１８０の下端部は、後バランサ軸６ｂの上方位置で、左クランクケース部材１ａ内を略Ｌ
字状に後方に折れ曲がり、後端の出口部１８０ａが、図８に示すように、気液分離室９の
上端部に開口し、気液分離室９内にオイルを戻すようになっている。
【００６６】
　なお、図１２の後気筒２０のチェーントンネル７５に流入するオイルは、図９に示すク
ラッチ室５９の前上端部にオイルを戻すようになっている。
【００６７】
（エンジン全体の潤滑オイルの流れ）
（１）図１４は、エンジン内のオイル循環を簡単にまとめたブロック図であり、太い実線
で示す矢印は、トランスミッション室３のオイル貯留部８からフィードポンプ４１を経て
各潤滑箇所に至るオイル供給経路であり、細い実線で示す矢印は、クランク室２のオイル
回収部５からスカベンジングポンプ４２を経てオイル貯留部８に至るオイル回収経路であ
り、破線で示す矢印は、各潤滑箇所からオイル回収部５又はオイル貯留部８に至るオイル
戻り経路である。
【００６８】
（２）エンジン運転中における各潤滑箇所へのオイル供給を簡単に説明すると、太い実線
の矢印で示すように、フィードポンプ４１は、トランスミッション室３のオイル貯留部８
から第１の一次オイルフィルタ４４及びオイル通路１０１を介してオイルを吸い込み、オ
イル通路１０２及びオイル回収部５内のオイル管１１５を介して二次オイルフィルタ４６
にオイルを圧送する。オイル通路１０２の途中、リリーフバルブ９９で調圧された余剰の
オイルは、オイル貯留部８（延長部８ａ）に直接排出される。
【００６９】
（３）二次オイルフィルタ４６で濾過されたオイルは、オイル通路（メインギャラリ）１
４１等を通り、左右の軸受孔６４ａ、６４ｂの環状オイル通路５７ａ、５７ｂに供給され
ると共に、トランスミッション用のオイル管１４５等を通って変速用入力軸３１及び変速
用出力軸３２に供給される。また、変速用入力軸３１からはクラッチ６１にもオイルが供
給される。
【００７０】
（４）右側の環状オイル通路５７ｂからは、クランク軸４の右ジャーナル部４ｂにオイル
が供給されると共に、クランクピン４ｄ、プライマリスプロケット６８、前気筒用ピスト
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ン３９の内部（オイルジェット）、後気筒用カムチェーンテンショナ及び後気筒用シリン
ダヘッド２２（ロッカーアーム室７６）等にオイルが供給される。一方、左側の環状通路
５７ａからは、クランク軸４の左ジャーナル部４ａにオイルが供給されると共に、後気筒
用ピストンの内部（オイルジェット）、前気筒用シリンダヘッド１２（ロッカーアーム室
６６）、前気筒用カムチェーンテンショナ３０及びジェネレータ室５５等にオイルが供給
される。
【００７１】
（５）変速用入力軸３１及び変速用出力軸３２のギヤ群Ｇ１，Ｇ２の潤滑及び冷却に利用
されたオイルは、トランスミッション室３のオイル貯留部８に直接落下又は流下する。ク
ラッチ６１の潤滑及び冷却に利用されたオイルは、クラッチ室５９に落下又は流下し、ク
ラッチ室５９からオイル回収部５に排出される。
【００７２】
（６）左右のクランク軸ジャーナル部４ａ、４ｂ、クランクピン４ｄ、前後気筒用のピス
トン３９等の潤滑及び冷却に利用されたオイルは、クランク室２のクランク収納部に落下
又は流下し、該クランク収納部からオイル回収部５に排出される。
【００７３】
（７）前気筒用シリンダヘッド１２及び前気筒用油圧式カムチェーンテンショナ３０に供
給されたオイルは、前気筒１０のカムチェーントンネル６５を通り、あるいは直接、ジェ
ネレータ室５５に戻される。
【００７４】
（８）後気筒用シリンダヘッド２２のカム軸２６等の潤滑及び冷却に利用されたオイルは
、一部が、後気筒用のカムチェーントンネル７５を通ってクラッチ室５９に戻されるが、
大半は、後気筒２０内の戻り用オイル通路１８０を通り、気液分離室９に戻される。後気
筒用油圧式カムチェーンテンショナに供給されたオイルは、後気筒用のカムチェーントン
ネル７５を通り、あるいは、直接、クラッチ室５９に戻される。
【００７５】
（９）各潤滑箇所からクラッチ室５９及びジェネレータ室５５に戻されたオイルは、それ
ぞれオイル孔１２０，１２１，１２２、等を通して、オイル回収部５に回収される。
【００７６】
（１０）オイル回収部５に回収されたオイルは、第２の一次オイルフィルタ４５を介して
スカベンジングポンプ４２により吸い込まれ、図４に示す気液分離室９のオイル入口（ポ
ンプ吐出口）４２ｄから気液分離室９の下端部に戻される。気液分離室９内に一時的に貯
留されるオイルは、後から続いて流入するオイルにより押し上げられ、括れ部分９ａを通
り、上端のオイル排出口９２ａから溢れることにより、トランスミッション室３のオイル
貯留部８に戻される。
【００７７】
（本実施の形態における作用効果）
（１）図６において、クランク室２に溜まるオイルを、一旦、クランク収納部２ａの下側
のオイル回収部５に収納し、静止状態とした後、オイル回収部５内のオイルをスカベンジ
ングポンプ４２で吸い込み、気液分離室９を介してトランスミッション室３に排出するの
で、スカベンジングポンプ４２は、クランク収納部２ａ内の圧力変動の影響を抑えて、オ
イル回収部５内のオイルを吸い込むことができ、スカベンジングポンプ４２の吸込能力を
十分に発揮させることができる。
【００７８】
（２）図６において、クランク室２内のオイルを、一旦、オイル回収部５に排出するので
、クランク収納部２ａ内におけるクランク軸の攪拌抵抗が小さくなると共に、オイル内に
気泡が発生しにくくなり、これにより、スカベンジングポンプ４２のエア噛みを減らし、
スカベンジングポンプ４２のポンプ効率を向上させることができる。また、トランスミッ
ション室３側へ排出されるオイル内の気泡も減少でき、フィードポンプ４１による各潤滑
箇所への給油効率も向上する。
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【００７９】
（３）図６において、クランク室２の下端部のデッドスペースを、オイル回収部５として
利用すると共に、オイル管１１５の配置スペースとしても利用しているので、クランクケ
ース内空間を有効利用でき、クランクケースの大形化を抑えることができる。
【００８０】
（４）図７において、前後方向に延びるオイル管１１５の前後端部には、継手として、オ
イル管１１５の長さ方向と略直角な接続筒部１１５ａ、１１５ｂが設けられ、一方、図６
に示すように、オイル回収部５の側壁部（右側壁部）の前後端部には、オイル管１１５用
のオイル出口及びオイル入口として、左方に向いて開口する筒状のオイル管接続部１１１
，１１２が形成され、各接続筒部１１１５ａ、１１５ｂを左方から各オイル管接続部１１
１，１１２に嵌合することにより、オイル管１１５を取り付けるので、オイル管１１５の
取付作業を、右クランクケース部材１ｂの側方から簡単に行える。しかも、左右に分割さ
れたクランクケース１の前記右クランクケース部材１ｂのみに前記両オイル管接続部１１
１，１１２を形成しているので、オイル管１１５の組付作業が、一層容易になる。
【００８１】
（５）図７において、クランクケース１の前端下部に二次オイルフィルタ８６を配置し、
該二次オイルフィルタ８６とフィードポンプ４１の吐出部とを連通するオイル管１１５を
、オイル回収部５内に配置しているので、オイル管１１５を、略直線状に短く配置するこ
とができ、オイル管１１５をコンパクトにできると共に、オイルの流路抵抗を低減するこ
とができる。
【００８２】
（６）図６において、クランク室２のクランク収納部２ａとオイル回収部５との間の仕切
り壁９５，９６間に形成される連通孔９７を、クランク軸２のクランクアームの矢印Ｒ方
向の回転によって後側の仕切り壁９６の上面を矢印Ａ方向に移動するオイルの流れに対向
するように開口させているので、後側の仕切り壁９６の上面を流れるオイルを、速やかに
、かつ、泡立てずにオイル回収部５に排出でき、オイル撹拌による出力低下を防止できる
。
【００８３】
（７）図７において、二次オイルフィルタ８６を、クランクケース１の左右の側面でなく
、前端面に配置しているので、クランクケース周りに配置される他部品との干渉を避け易
く、クランクケース周りの各種部品のレイアウトの自由度が増加する。
【００８４】
（８）図６において、連通孔９７はオイル回収部５の前端部の近傍に配置され、第２のオ
イルフィルタ保持部８７のオイル吸込口８７ａはオイル回収部５の後端部に開口している
ので、連通孔９７と前記第２のオイルフィルタ保持部８７のオイル吸込口８７ａとの距離
を、可及的に長くすることができ、オイル管１１５内のオイルとの熱交換が促進される。
【００８５】
［その他の実施の形態］
（１）前記実施の形態では、クランクケースはクランク軸方向に二分割された構造となっ
ているが、３つ以上に分割されるクランクケースとすることも可能である。また、オイル
ポンプを３個以上備えたエンジンにも適用可能である。
【００８６】
（２）第１及び第２のオイルポンプ、すなわちフィードポンプとスカベンジングポンプと
が、別々のポンプ軸を有するエンジンに適用することも可能である。また、オイルポンプ
は、トロコイド型ポンプには限定されず、ギヤポンプ等、各種形式のオイルポンプを用い
ることもできる。
【００８７】
（３）本発明は、自動二輪車用のエンジンの潤滑構造には限定されず、各種車輌用又は産
業用のエンジンの潤滑構造に適用でき、またＶ型エンジン以外のエンジンにも適用できる
。
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【００８８】
（４）特許請求の範囲に記載された本発明の精神及び範囲から逸脱することなく、各種変
形及び変更を行うことも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明にかかる潤滑構造を備えたエンジンの左側面略図である。
【図２】図１のII-II断面拡大図である。
【図３】図１のIII-III断面拡大図である。
【図４】図１のIV-IV断面拡大図である。
【図５】図１のV-V断面拡大図である。
【図６】右クランクケース部材の左側面図（内部の側面図）である。
【図７】右クランクケース部材の内部を左斜め後方から見た斜視図である。
【図８】左クランクケース部材の内部を右斜め後方から見た斜視図である。
【図９】右クランクケース部材の外部を右斜め前方から見た斜視図である。
【図１０】左クランクケース部材の外部を左斜め後方から見た斜視図である。
【図１１】図１のXI-XI断面拡大斜視図である。
【図１２】図１のXII-XII断面拡大図である。
【図１３】図１のエンジンの左端部の縦側断面拡大図である。
【図１４】エンジン内のオイルの流れを示すブロック図である。
【符号の説明】
【００９０】
１　クランクケース
１ａ　左クランクケース部材
１ｂ　右クランクケース部材
２　クランク室
３　トランスミッション室
４　クランク軸
５　オイル回収部
８　オイル貯留部
４１　フィードポンプ（第１のオイルポンプ）
４２　スカベンジングポンプ（第２のオイルポンプ）
８６　二次オイルフィルタ
９５　前側の仕切り壁
９６　後側の仕切り壁
９７　連通孔
１１１，１１２　オイル管接続部（オイル管用のオイル口部分）
１１５　オイル管
１１５ａ、１１５ｂ　オイル管の接続筒部（オイル管１１５の継手の一例）
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